介護支援専門員研修に関するＱ＆Ａ（令和５年12月20日作成）

　　介護支援専門員研修には、実務従事者を対象とした研修と実務経験者を対象とした研修があります。実務従事者と実務経験者の違いは以下のとおりです。

　　実務従事者；現に、介護支援専門員としての業務に従事している者

　　実務経験者；①から③のいずれかの者

①現に、介護支援専門員としての業務に従事している者

②介護支援専門員証の有効期間内に介護支援専門員としてサービス計画の作成を行った経験がある者

③指定居宅介護支援事業所の管理者

＜参考＞

	研修名
	対象者

	専門研修課程Ⅰ、専門研修課程Ⅱ
	実務従事者

	更新研修Ａ
	実務未経験者

	更新研修Ｂ１、更新研修Ｂ２
	実務経験者

	主任介護支援専門員、主任介護支援専門員更新研修
	実務従事者



　　専門研修と更新研修は、研修目的や受講できる対象者が異なります。研修目的等を理解した上で、ご自身に適した研修を受講するようにしてください。

	研修名
	目的
	対象者

	更新研修
	更新時に研修の受講を課すことにより、定期的な研修受講の機会を確保し、介護支援専門員として必要な専門知識及び技術の修得を図り、専門職としての能力の保持・向上を図る。

　→ 介護支援専門員証の更新のための研修
	介護支援専門員証の有効期間がおおむね１年以内に満了する者

	専門研修
	一定の実務経験をもとに、必要に応じた専門知識及び技能の修得を図ることにより、その専門性を高め、多様な疾病や生活状況に応じて、医療との連携や多職種協働を図りながらケアマネジメントを実践できる知識・技術を修得し、もって介護支援専門員の資質向上を図る。

　→ 介護支援専門員の自己研鑽のための研修
	介護支援専門員の実務に従事し、専門研修課程Ⅰは就業後６か月以上の者、専門研修Ⅱは専門研修課程Ⅰを修了している就業後３年以上の者



　　更新研修Ａを修了して介護支援専門員証の更新を行った者は、実務未経験期間が長く、専門的知識や技術の学び直しが必要なことから、新たに介護支援専門員として実務に従事した場合は、最初に専門研修課程Ⅰ相当の研修を受講しなければなりません。

　　ただし、令和４年度までの更新研修Ａ修了者について、平成28年度以降の専門研修課程Ⅰ又は更新研修Ｂ１を受講している場合は、令和６年度から適用のカリキュラムにおける専門研修課程Ⅰ相当の研修の受講を免除します。令和５年度以降の更新研修Ａ修了者は、介護支援専門員証更新後に、令和６年度から適用のカリキュラムの専門研修課程Ⅰ又は更新研修Ｂ１を受講する必要があります。

　　専門研修課程Ⅰ；新たに介護支援専門員の業務に就業してから６か月経過後

　　専門研修課程Ⅱ；　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　３年経過後

　　　　　　　　　（専門研修課程Ⅱを受講するためには、専門研修課程Ⅰを修了していることが必要です）

　　更新研修Ａの申込後から介護支援専門員証の更新までの間に、新たに介護支援専門員の業務に従事した場合であっても、就業日から起算してください。


専門研修は、実践の振り返りを目的としています。そのため、更新研修Ｂ１、又は更新研修Ｂ２を修了して介護支援専門員証を更新した場合は、研修での学びを実践で活かす期間として、介護支援専門員証の交付後２年を経過していなければ、専門研修課程Ⅱを受講することができません。

Ｑ１：実務従事者と実務経験者の違いについて





Ｑ２：専門研修と更新研修の違いについて





Ｑ３：実務未経験者向けの更新研修（更新研修Ａ）を修了して介護支援専門員証を更新した者が新たに実務に従事した場合、次に受講すべき研修について





Ｑ４：実務未経験者向けの更新研修（更新研修Ａ）を修了して介護支援専門員証を更新した者が新たに実務に従事した場合、専門研修を受講できる時期について





Ｑ５：実務経験者向けの更新研修（更新研修Ｂ１、Ｂ２）を修了して介護支援専門員証を更新した者が専門研修を受講できる時期について








